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今月のトピックス 

夏バテ防止レシピ 

＜材料＞1人分 

冷凍さぬきうどん    1 玉 

豚ひき肉        50ｇ 

長ネギ(みじん切り)  大さじ 1 

しょうが（みじん切り）小さじ 1 

サラダ油       小さじ 1 

[A] 

みそ     小さじ 1 

しょうゆ   小さじ 1 

砂糖     小さじ 1/2 

[B] 

練りごま   小さじ 2 

ラー油    小さじ 1 

しょうゆ   小さじ 1 

熱湯     大さじ 1 

長ネギ（青い部分の小口切り）適量 

いりごま   適量 

 

 

 
６月のインシデント・アクシデント

 

 

＜作り方＞ 

1 冷凍さぬきうどんをレンジ 

で加熱する 

2 フライパンにサラダ油を中火 

  で熱し、豚挽き肉、長ネ 

ギとしょうがを入れてパラ 

リとするまで炒め、[A]を加 

えてなじむまで炒める 

3 器に[B]を入れて混ぜ合わせ 

る。うどんを盛りつけて 

（2）をのせ、長ネギといり 

ごまを加える 

 

「なんとめでたいご臨終」小笠原文雄著 

  ～余命宣告をくつがえす患者さんたちより～ 

 

   余命 

 6 月分インシデント・アクシデント総数は 113 件

でした。医療部門 57 件、介護医療院 56 件とほぼ同

数で、内容としては療養上の世話 50 件(医療部門

20 件、介護医療院 30 件)、薬剤 29 件(医療部門 16

件、介護医療院 13 件）、転倒転落 6件(医療部門 1

件、介護医療院 5件)でした。傾向としては前月と

変わりありませんでした、アクシデントはありませ

んでした。 

 そこで、小笠原内科のスタッフ総勢 7名（医師 3名, T H P
トータルヘルスプランナー

、

訪問看護師 2名、ケアマネージャー）がその日の夕方、主治医の先生

に話をしに行きました。「先生、大野さんはどうしても家に帰りたい

んです。たとえ 5日の命でも、息子のいる家に帰りたいんです。たと

え 5日の命でも、息子のいる家で死ねたら本望ですよ。だから帰らせ

てもらえませんか」                                        

最初は病院の主治医は家に帰るのは無理ですよと言っていましたが、

粘り強く話をし、最後に頭を下げると、ようやく退院の許可が下り、

大野さんは翌朝自宅に帰りました。入院中 2000ml もの高カロリーの輸

液点滴を 400ml の低カロリーの点滴にし、水分不足とのことで 1000ml

の水を飲んでいたがかえってブクブクの状態であった。結果、大野さ

んはお腹がすいて、口からご飯が食べられるようになりました。さら

に全身のむくみもよくなり、呼吸も楽になったので、笑顔になられた

のです。何より息子といられる安心感が、大野さんの心を朗らかに

し、何と退院したら 5日で元気になったのです。1ヶ月後には日向ぼっ

こができるようになり、2ヶ月後には驚くべきことに、畑仕事ができる

ようになりました。退院して 4年 10 カ月後の 2016 年、デイケアでの

クリスマス会に参加して大野さんはあまりにもいきいきとしていたの

で検査をしたら腫瘍マーカーも正常範囲になっていたのです。 

 「退院したら 5日の命」と言われた大野さんが、病院を退院し

てから 5年経った今も、元気で暮らしているのはなぜでしょう

か。                          

2012 年 1 月、大野さんの妹夫婦が相談外来に来ました。妹は病院

の先生に入院していれば 1ヶ月、退院したら 5日の命と言われま

した。それでもいいから、目の不自由な息子が待っている家に帰

りたい」と退院を希望したのに、「2台の自動吸引器を使って、毎

日、左右の胸から胸水を 600ml ずつ抜いているんだから、退院は

無理ですよと言われてしまいました。小笠原先生、どうしたらい

いでしょうか？」                     

「そうねえ。目の不自由な息子さんが家で待っていると思うと、

入院していても気が気じゃないよねえ。そんな気持ちで病院にい

てもストレスだと思うし、退院しても大丈夫だよ。もう一度、主

治医に頼んでみたら？」                  

それからしばらく経った頃、妹さんが二度目の相談外来にやって

きました。「小笠原先生の話をしたら、病院の先生も退院に向け

て努力をしてくださることになったんですが、まだ許可が下りま

せん。先生、なんとかしてください」            

本人が退院したいと言うのに、病院の医師はなぜ退院させないの

でしょうか。病院は“いつ死んでもおかしくない患者さん”を退

院させにくいのです。なぜなら、病院には患者を助けるという責

任感と使命があります。病院にいたほうが長生きできると判断す

れば、退院させることに躊躇するのは当然です。 

  

 

 

 

 


